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令和７年度第３回教育研究評議会議事要旨 

 

日   時  令和７年６月 19日（木）15時 00分～17時 42分 

場   所  五福キャンパス 事務局大会議室 

出 席 者  齋藤、北島、酒井、鳥海、會澤、髙木、水野、鈴木、関根、張、島添、 

松田、堀江、田端、黒澤、黒田、伊藤、片岡、森口、中川、小熊、沖、安永、

東田、和田、宮、唐渡、井川、一條、久米、長柄、木村、彦坂、大森、高村 

オブザーバー 長津、宮林、豊岡、大路、中、次田、秋山、茂野、楊 

欠 席 者  山本、林、松谷 

 

 

 議事に先立ち、鈴木特命理事から、本学職員の逮捕の件に関する現況と今後の対応に係

る報告があった。 

 

 

１ 議事要旨の確認 

学長から、令和７年度第２回教育研究評議会（５月 22日開催）の議事要旨の確認があ

り、承認した。 

 

２ 審議事項 

（１）学生の懲戒について 

学生の懲戒２件について、関係部局長から説明があり、学長から、以下のとおり 

  処分することについて提案があり、審議の結果、承認した。 

① 学生を35日間の停学とする。（停学期間に謹慎期間を含めない。） 

② 学生を３月間の停学とする。（停学期間に謹慎期間を含めない。） 

 

（２）令和８年度における医学部医学科の入学定員について 

   北島理事から、令和８年度における医学部医学科の入学定員について提案があり、

審議の結果、承認した。 

 

（３）令和８年度における大学院入学定員の変更について 

   北島理事から、令和８年度における大学院入学定員の変更について提案があり、審

議の結果、承認した。また、学長から、大学院教育の充実化に向けて、教員人件費ポ

イントの見直しを進めるなど、制度上の変更も必要である旨の発言があった。 

 

（４）英語力向上に向けた入学者選抜方法の改善について  

   学長及び鳥海理事から、前回継続審議とした英語力向上に向けた入学者選抜方法の

改善について、各部局への意見照会結果を踏まえた提案があり、意見交換の結果、学

長の判断により、承認した。ただし、学長より、今後運用していく中で不都合が生じ

れば、その際に対応する旨の発言があった。 

学長から山田アドミッションセンター長に、本改善における本学の方針を高等学校

等に十二分に周知するよう依頼があった。また、鳥海理事から、各学部長に対して、

本改善にあたって引き続きご協力いただきたい旨の発言があった。 
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３ 報告事項 

（１）中期計画の進捗状況（令和６年度自己点検・評価結果）について 

   北島理事から、中期計画の進捗状況（令和６年度自己点検・評価結果）について報

告があり、特にⅠ（遅れ）の指標69（エネルギー消費原単位の削減）に対して、全学

として対策を行うべく、今後検討のうえ、取組を行う必要がある旨の発言があった。 

 

（２）ディープフリーザーの更新について 

   鈴木特命理事から、ディープフリーザーの更新について報告があり、本制度の活用

により、エネルギー使用量の削減を行いたい旨の発言があった。併せて、鈴木特命理

事から、各部局に対して、本制度を積極的に活用するよう依頼があった。 

 

（３）米国の大学に在籍する留学生への支援について 

   鳥海理事から、米国の大学に在籍する留学生への支援について報告があった。 

 

（４）令和７年４月TOEIC-IPテスト（１年次）結果について 

   鳥海理事及び教育・学生支援企画室の松本准教授から、令和７年４月TOEIC-IPテス

ト（１年次）結果について報告があった。 

 

（５）令和６年度卒業・修了者の就職状況等について 

   鳥海理事及び中学長補佐から、令和６年度卒業・修了者の就職状況等について報告

があった。 

 

（６）ヘルスケア研究・社会実装推進検討ミーティングの新設について 

   酒井理事から、ヘルスケア研究・社会実装推進検討ミーティングの新設について報

告があった。 

 

（７）令和７年度科研費採択実績等及び令和６年度外部資金受入実績について 

   酒井理事から、令和７年度科研費採択実績等及び令和６年度外部資金受入実績につ

いて報告があった。学長から、教員の科研費が伸び悩んでいる部局に対し原因調査を

していただきたい旨の発言があった。 

 

（８）工学部共通研究棟改修工事費用の支援について 

   鈴木特命理事から、工学部共通研究棟改修工事費用の支援について報告があった。 

 

４ その他 

（１） 同窓会と在学生・教職員の交流を活性化させる新プラットホームの導入について  

－ 中長期的な寄附戦略及び名簿管理 －について 

會澤理事及び前田広報・基金室長から、同窓会と在学生・教職員の交流を活性化さ

せる新プラットホームの導入について説明があった。 

 

（２）その他 

  ・学長及び池田国際機構副機構長から、CITIR主催のサマースクール〝TOMIDAI GLOBAL 

SCI FRONTIERS〟について案内があり、各部局に対して周知依頼があった。 
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  ・学長から、Saito Vision 2023の数理・データサイエンス・AI教育プログラムのレベ

ル１プログラム修了率が目標率に到達していない部局は、目標率に到達するように

改善を図るよう依頼があった。 

 

 

以上 

 

 

【配付資料】 

資料 １  令和８年度における医学部医学科の入学定員について 

資料 ２  令和８年度における大学院入学定員の変更について 

資料 ３  英語力向上に向けた入学者選抜方法の改善について 

資料 ４  中期計画の進捗状況（令和６年度自己点検・評価結果）について  

資料 ５  ディープフリーザーの更新について 

資料 ６  米国の大学に在籍する留学生への支援について 

資料 ７  令和７年４月TOEIC-IPテスト（１年次）結果について 

資料 ８  令和６年度卒業・修了者の就職状況等について  

資料 ９  ヘルスケア研究・社会実装推進検討ミーティングの新設について 

資料 10  令和７年度科研費採択実績等及び令和６年度外部資金受入実績について 

資料 11  工学部共通研究棟改修工事費用の支援について 

資料 12  同窓会と在学生・教職員の交流を活性化させる新プラットホームの導入に 

ついて－ 中長期的な寄附戦略及び名簿管理 －について 


